先端科学技術育成センターの組織業務改善に向けた岐阜大学ものづくり技術開発支援室調査報告 by 峠, 正範 & 嶋崎, 喜代治
－30－
先端科学技術育成センターの組織業務改善に向けた
岐阜大学ものづくり技術開発支援室調査報告
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1. 緒言
先端科学技術育成センター(CIRCLE;Center for Innovative Research and Creative Leading Education) 
は，創成教育部門，精密工作部門，起業化育成部門の 3部門から構成されており，精密工作部門は，
ものづくりを通じた創造力育成をハード面からサポートする部門である.当部門は，多数の NC工
作機および汎用工作機械を現有しており，それらの活用を通じて工作実習，委託加工作業などを行
っている工作実習は，機械工学科 l年生の後期に実施され，切削加工と溶接に関して行っている
実習テーマは，担当者によってオムニパス形式で指導されている.現在のテーマは， 7年目であり，
新規採用や退職等により技術や人が入れ替わったため再検討の必要がある 委託加工作業は，学内
の理工学研究室からの依頼に基づき実験装置などを製作している その製作料金は， CIRCLE (平
成 18年度設立)が発足し， NC工作機械を作業に導入してから一度も改正されていない.そのため，
現在までの消耗品の価格上昇が反映されていない 以上の理由により，実習テーマの検討と委託加
工作業料金の改定を目的として他大学調査を行った.以下に，調査結果を報告する
2. 岐阜大学ものづくり技術開発支援室について
今回，他大学調査として，国立大学法人 岐阜大学工学部ものづくり技術教育支援センターもの
づくり技術開発支援室を調査した.ものづくり技術開発支援室は，学生実験・実習などの教育支援
や教員の研究に対して装置製作などの研究支援を行っており， CIRCLEとほぼ共通な業務が行われ
ている.職員は，室長 1名，技術専門職員 3名，技術職員 1名で構成されており， CIRCLEの構成
(室長 1名，専門職員 2名，技術職員3名)とほぼ同じである
3 岐阜大学調査の結果
実習は，教育カリキュラム「機械工学実験実習」が行われており，フライス加工，旋削加工，研
削，溶接，細穴，手仕上げ， NC工作機械のプログラミングと加工の技術指導が行われている.現
在， CIRCLEでは NC機械の技術指導を行っていないが，担当者とカリキュラムの問題を解決でき
れば導入したい.表 lに，岐阜大学(ものづくり技術開発支援室)と福井大学 (CIRCLE)の委託
加工作業料金を示す 両大学の料金を比較すると， CIRCLEの方が全体的に安い 料金の設定方法
では，工具調整費の徴収，ワイヤ放電加工機の特別料金が参考になった.工具調整料金の徴収は，
請求金額に対する 5%を課すことにより，長時間作業による工具の摩耗も考慮できる.ワイヤ放電
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加工機の特別料金徴収は，他の NC機械と一律の料金としないことにより，消耗品(ワイヤ)の金
額を補填できる
表 1 委託加工作業料金の比較
岐車大学 福井大学
NC工作機械 900円治 600円/h
NC工作機械(ワイヤ放電加工機) 1，000円h 600円治
委託加工作業 600円品 400円必
汎用工作機械 学生作業 200円/h 100円治
サークノレ活動，同好会など 100円/h 100円治
4 施盤見学の結果
岐阜大学工学部別棟機械工場および金型創成技術研究センター付属工場を視察した 図 1に機械
工場内部の写真を示す 空圧配管が天井にされているため，蹟くなどの事故を防止できる 図2に
工具棚を示す 工具は，種類とサイズ毎に整然と並べられており，目的の工具を探しやすい工夫が
されている 図3に近年納入された NC工作機械を示す ATCなどが装備されていないため比較的
安価である 複合加工はできないが。 NCなので複雑な形状も加工できる 汎用機の更新機会があ
ればこのような機械を提案したい図 4-6に付属工場の工作機械の 部を示す立型マシニJ グセ
ンタ，型彫り放電加工機，射出成形機など金型製作に使われる機械が 20台近く所有されていた こ
れらの工作機械を使用して教育カリキュラム I金型加工実習」の技術指導が行われている
図 l 機械工場内 図2 工具棚 図3 NC工作機械
図4 立型マシニングセ J タ 園5 型彫り放電加工機 図6 電気式高性能射出成形機
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